
周南市大津島の戦争遺産に関する研究

中川明子＊1木村未希＊2西山翔太朗＊3

A　StUdy　on　the　War　Heritages　in　Ohzushima　Island

　　　　　　　　　　　　　in　Shunan　City

Akiko　NAKAGAWA＊1，　M－2　and　Shotaro　NISHIYAMAIl

Abstract

　Tlie　purpose　of　this　stUdy　iS　to　make　the　repOrt　and　to　declare　the　historical　value　of　the　war　heritage，

such　as　Old　Kaiten　Launch　Trai血g　Base　in　Ohzushima　in　Shunan　City．　At　the　same　t㎞e，　this　stUdy　aims　to

propose　the　better　way　of　conservation　and　utilization　of　war　heritages，by　developing　the　current　situation

and　problems　of　conservation　and　utilization　of　war　heritages　of　old　Japanese　NaVy　in　Japan

　lh　this　stUdy，　figures　of　each　buildngS　of　war　heritages　in　Ohzushjma　were　made　by　surveying　Next　the

current　sitUations　of　other　war　heritages　of　old　Japanese　NaVy　in　Japan　ware　analyzed　on　bookS　and　web．

On　the　basiS　of　these　resUlt亀　new　way　of　conservation　and　utilization　of　war　heritages　in　Ohzushima　was

suggested．

Key　Words：Ohzushirneg　War　Heritage，　Old　Kaiten　Launch　Training　Base，　Conservation　and　UtiliZation

1．　序論

　本研究の対象地である大津島は，山口県周南市の徳山

港の沖合約10数㎞に浮かぶ面積4．73km2の小さな島

である．島は人口約400人，7つの集落で構成されている

が，高齢化率が約70％に達しており，少子過疎高齢化の

進んだ限界集落である1）．

　この大津島には第二次世界大戦中，回天発射訓練基

地をはじめ，多くの軍事施設があった回天とは通称人間

魚雷と呼ばれ，魚雷に人間を搭乗させて敵艦に突撃する

為の特攻兵器である．この回天を用いた回天作戦は，黒

木博司中尉，仁科関夫少尉によって発案され，昭和19年

8Hに正式採用されたその結果，撃墜3艦損傷4艦
を記録している2）．

　しかし戦争が終わった現在，数多くあった軍事施設の

多くが既に失われ，現存するものも，回天発射訓練基地

跡のように当時の面影を残すに留まっており，安全面，管

理面等の問題から立ち入り出来ないものも多い上，後述

の通り，管理者がばらばらで一体的な保存活用がされて

いるとは言い難い

　そこで，本研究の目的は大津島に現存する戦争遺産の

現状を記録し，回天発射訓練基地跡に関する歴史的位

置を明らかにし，同時に日本各地の戦争遺産との比較を

行いながら，この土地に適した保存活用方法を検討する

ことを目的とする．

2　大津島の戦争遺産について

（1）　回天発射訓練基地の沿革

　徳山市史や小川宣氏の著作によれば，昭和12（1937）

年から，大津島には，呉・光両海軍工廠水雷部の魚雷の

性能を試験する発射場（魚雷領収発射場）が開設され

たこの発射場には付属して魚雷調整工場も整備されて

いた．
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と考えられる．

　大津島の場合は，先ず，回天発射訓練基地跡を始めと

する戦争遺産の全てを一つの組織で一元管理することが

望ましいと思われる．児童数は極端に減少しているものの，

区域内に幼・小・中学校を擁することから，これらもプロ

グラムに組み込んだ平和学習施設などとして積極的に活

用していくことが望ましいと思われる．
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